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１ 県災害対策本部・支部の体制

【 岐阜県災害対策本部 】

「岐阜県災害対策本部に関する条例施行規則」において、部及び班並びに支部の班の名称、所掌事務等を規定
「岐阜県災害対策マニュアル」において、本部の設置基準、本部員会議、緊急対策チーム等の詳細を規定

＜支部＞

本部員会議メンバー本部長（知事）

副本部長（副知事）

本部員 （各部長等、会計管理者、教育長、警察本部長）

部 （←平時の各部等、出納事務局、教育委員会、警察本部）

班 （←平時の各課）

支部長 （県事務所長等）

支部の班
（↑平時の県事務所、県税事務所、

保健所、土木事務所 等）

災害情報集約センター
※ 災害情報の収集、集約及び公表に関する事務を処理

緊急対策チーム
※ 部及び班の所掌事務のうち、緊急を要し、かつ
部及び班の横断的な調整を必要とするものに
ついて、的確かつ迅速に対応するため設置
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２ 緊急対策チーム
＜設置の趣旨＞

➢ 部及び班の所掌事務のうち、緊急を要し、かつ部及び班の横断的な調整を必要とするものについて的確かつ
迅速に対応するため、必要に応じて緊急対策チームを設置。

＜設置基準＞

➢ 緊急対策チーム設置の宣言は、危機管理部長が行う。
➢ 県内で震度７の地震が発生した場合は、全てのチームを自動設置。
➢ 本部設置時には「指揮総括チーム」及び「災害情報集約チーム」を必ず設置。

【 岐阜県災害対策本部 】

緊急対策チーム （チームリーダー）

① 指揮総括チーム （危機管理部長）
② 受援対策チーム （危機管理部次長（警察））
③ 災害情報集約チーム （危機管理部長）
④ 緊急時モニタリングチーム （環境生活部長）
⑤ ヘリ統制チーム （危機管理部次長（警察））
⑥ 避難所支援チーム （危機管理部長）
⑦ 職員派遣チーム （総務部長）
⑧ 渉外チーム （清流の国推進部長）
⑨ 医療救護チーム （健康福祉部長）
⑩ 食料物資チーム （商工労働部長）
⑪ ライフライン・危険度判定チーム （都市建築部長）
⑫ 交通対策チーム （県土整備部長）
⑬ 被災者支援チーム （危機管理部長）
⑭ 県民相談チーム （環境生活部長）

部及び班の所掌事務

「岐阜県災害対策本部に
関する条例施行規則」に
おいて、部及び班並びに
支部の班の名称、所掌事

務等を規定

部及び班の所掌事務のうち、
緊急を要し、かつ部及び班の
横断的な調整を必要とするもの
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３ 応援職員の派遣
県内市町村における災害対応の支援などを行うため、以下の応援職員を派遣

○情報連絡員（プッシュ型で派遣）
派遣先市町村（災害対策本部）における被災状況の把握、収集した情報の県災害対策本部への報告 など

○災害マネジメント支援職員（市町村の要請に基づき派遣）
派遣先市町村（災害対策本部）における災害対策全般をサポート

○緊急支援隊（市町村の要請に基づき派遣）
派遣先市町村（災害対策本部）における支援業務（支援物資の搬入、避難所運営補助など）
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情報連絡員

県災害対策本部

県支部

被災市町村

総務班

指揮総括チーム

職員派遣チーム

被災情報等
共有

1 派遣

2 情報収集、会議出席 等3 被災情報等の報告

4 派遣要請

災害マネジメント支援職員

緊急支援隊5 派遣
6 災害対策全般のサポート

7 各種支援業務



４ 南海トラフ地震臨時情報への対応
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４ 南海トラフ地震臨時情報への対応

7



＜表面：自宅周辺の危険箇所＞ ＜裏面：避難のタイミング、持ち物等＞

＜経緯＞
H28 国のモデル事業で安八町が取組み
H30 県のモデル事業で関市、下呂市が取組み
R3 26市町において取組み実施

デジタル版災害避難カードの開発（予定）
→ウェブサイトで作成し、常時携帯できるようにする 安八町 関市

５ 災害・避難カードの普及
住民一人ひとりが避難方法やタイミング、避難経路などについて話し合い、
災害時にどのように行動するかを事前に決めておく「災害・避難カード」の普及を図る。
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６ ライフライン保全対策事業
強風、大雪等による停電及びこれに起因する水道、通信などライフライン被害の発生を抑止するため、
市町村が電力会社から負担金を徴収して実施する危険樹木の事前伐採に対して助成。

※平成３０年台風第２１号を踏まえ事業化し、令和元年度から３年度までの３か年で実施予定。
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＜事業スキーム＞

県 電力会社

市町村

補助金1/4 負担金1/2

自己負担1/4

＜事業イメージ＞

４ｍ～10ｍ ４ｍ～10ｍ

市町村が事業者に委託して樹木を伐採
電線・道路の端から４ｍ～10ｍを伐採

＜事業実施事例＞

事業実施前 事業実施後



７ 災害関連情報の収集・発信手段

（１） 県総合防災ポータル
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気象情報、雨量、河川水位、土砂災害危険度など、災害時、県民の避難行動に資する情報をはじめ、平時から防災に関する情報
を発信するポータルサイト。令和元年7月末、画面デザインを一新し、地図情報を充実させるなど、リニューアル。

多言語対応（日本語、英語、中国語、ポルトガル語、タガログ語）

リンク先の拡充

危機管理部
ツイッター表示

スマートフォン
画面表示対応 （https://gifu-bousai.secure.force.com/）

https://gifu-bousai.secure.force.com/


５ 災害関連情報の収集・発信

（２）－１ ＳＮＳ、登録制メール、アプリ
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防災、国民保護、消防等に関する注意喚起情報、行事・イベント情報等を発信。

①危機管理部公式ツイッター、フェイスブック



④災害から命を守る岐阜県民運動 ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル
県民総ぐるみで自助・共助の底上げを図る
「災害から命を守る岐阜県民運動」を展開

・避難所における新型コロナウイルス対策

・ハザードマップの確認

・災害・避難カードの作り方

・岐阜県総合防災ポータルの使い方

・身近な災害リスク など

５ 災害関連情報の収集・発信

（２）－２ ＳＮＳ、登録制メール、アプリ
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②防災情報モバイルネットワークシステム
注意報、警報等の気象情報、地震情報等をメールで配信。

③ぎふ川と道のアラームメール
大雨・洪水注意報・警報、雨量情報、河川水位情報、土砂災害警戒情報、道路通行規制情報を配信。



（３） 県 川の防災情報
河川雨量や河川水位（避難判断水位、氾濫危険水位等）の状況を確認

（https://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/）
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https://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/


（４） 県 土砂災害警戒情報ポータル
土砂災害の危険度を５km又は１kmのメッシュで確認

（https://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp/web_pub/top/top.html）
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https://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp/web_pub/top/top.html


（５） 県 道の情報
国道及び県管理道路の通行規制（雨量規制、災害規制等）の状況を確認
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（https://douro.pref.gifu.lg.jp/）

https://douro.pref.gifu.lg.jp/


（５） 県 地震危険度マップ
県内で想定される巨大地震に係る震度分布、液状化危険度、津波浸水想定区域を表示。
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（https://gis-gifu.jp/gifu-jishin/）

以下から、閲覧したい地図を
選択
震度分布図
液状化危険度分布図
津波浸水想定区域図

選択した地図が表示
（他の地図と重ね合わせることも可能）

https://gis-gifu.jp/gifu-jishin/


８ 防災訓練の実施
県内で発生が懸念される風水害、地震災害等に備え、職員の災害対応力を高めることを目的に、
毎年、市町村や関係機関等と連携し、各種防災訓練を実施
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＜豪雨災害対応防災訓練＞

＜県総合防災訓練＞

＜緊急対策チーム図上訓練＞

出水期を前に、基本的な対応手順の確認と、昨今の災害検証結果を踏
まえた新たな対応手順を確認し、災害対応力向上を図るため、市町村
や関係機関と連携して訓練を実施。

実施時期：６月上旬
訓練想定：豪雨災害

国、県、市町村、関係機関の参加のもと、大規模災害時における応急
活動体制の連携強化を図るため、地震発生後の初動応急活動に関する
訓練を実施。

実施時期：８月下旬～９月上旬（日曜日）
訓練想定：大規模地震

大規模地震を想定し、緊急対策チームを対象としたブラインド型図上
訓練を実施。

実施時期：１０月２８日（岐阜県地震防災の日）
訓練想定：大規模地震


